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『
清
水
物
語
』

の
出
版
を
め
ぐ
っ
て

柳

沢

回
目

紀

は
じ
め
に

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
清
水
物
語
』
は
、
商
業
出
版
揺
箆
期
の
代
表
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ

て
い
る
。
寛
永
末
年
頃
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
『
祇
園
物
語
』
の
冒
頭
に
「
京
や
ゐ
な
か
の
人
々
に
、
ニ
コ
一
千
と
を
り
も
売
申
せ
し
也
」
と
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
清
水
物
語
』

の
伝
本
調
査
、
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
出
版
事
情
の
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
清
水
物
語
』
諸
本
の
版
種
を
分
類
整
理
し
、
各
版
の
先
後
関
係
な
ら
び
に
出
版
の
経

緯
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
未
調
査
の
本
も
多
く
、
中
間
報
告
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
一
言
お
断
り
申
し
上
げ

て
お
き
た
い
。

ヮ“
開

h
u



版
種

『
清
水
物
語
』
に
は
、
毎
半
葉
十
一
行
で
大
本
二
巻
二
冊
の
十
一
行
本
が
四
版
と
、
毎
半
葉
十
五
行
で
大
本
挿
絵
入
り
の
江
戸
版
、
十
五

行
絵
入
本
が
一
版
あ
る
。

十
一
行
本
四
版
は
、

い
ず
れ
を
見
て
も
版
式
や
本
文
丁
数
、
字
配
り
、
字
体
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
同
じ
だ
か
ら
、
う
ち
一
版
が
初
版
、

他
の
三
版
が
覆
刻
版
と
い
う
関
係
に
な
る
。
こ
こ
で
十
一
行
本
四
版
に
A
版、

B
版、

C
版、

D
版
と
い
う
便
宜
的
な
呼
び
名
を
与
え
、
そ

れ
ら
を
更
に
、
年
記
、
書
嬉
名
記
の
違
い
や
、
板
木
が
摩
滅
し
た
丁
だ
け
彫
り
直
す
逓
修
の
有
無
に
よ
り
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る

（表1〉十一行本諸本分類表
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表
中
、
年
記
と
書
睦
名
記
は
省
略
し
て
記
し
、
逓
修
箇
所
は
第
何
丁
部
分
か
を
示
し
た
。
ま
た
、
所
在
欄
に
？
を
付
し
て
記
し
た
本
は
、

に
d5

 

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
っ
て
版
種
を
判
断
し
た
も
の
で
、
原
本
は
見
て
い
な
い
。
な
お
、
敦
賀
屋
久
兵
衛
の
書
堕
名
記
の

有
無
に
よ
る
分
類
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
、
後
述
す
る
。

十
五
行
絵
入
本
は
、
天
和
二
年
三
六
八
二
）
正
月
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
刊
行
で
、
管
見
に
入
っ
た
の
は
日
大
総
合
図
書
館
所
蔵
本
（
存

下
巻
）

一
本
の
み
で
あ
る
。



初
版
は
ど
の
版
で
あ
る
か

先
ず
、
十
一
行
本
四
版
の
う
ち
、
初
版
が
ど
れ
で
あ
る
か
を
確
定
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
版
か
ら
で
き
る
だ
け
刷
り
の
早
い
と
思

わ
れ
る
本
を
選
び
、
そ
の
版
面
な
ら
び
に
本
文
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑫
東
大
国
文
本
、
（
C
1
）
の
⑩
名
大
神
宮
皇
学
館
本
、
（
D
）
の
⑫
東
大
史
料
編
纂
所
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
こ
で
（
A
1
〉
の
①
慶
大
甲
本
、

（

B
1
〉
の

の
序
の
部
分
を
掲
げ
、
併
せ
て
簡
単
な
解
題
を
記
す
。

ハ
A
1
）
慶
大
甲
本
［
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館

一一

O
X／
二
三
五
］

- 56ー

大
本
二
冊
。

表
紙

菱
形
雷
文
繋
ぎ
・
蓮
華
唐
草
文
様
空
押
し
の
あ
る
丹
表
紙
。
二
七
・
五
×
一
七
・
五
糎
。

題
祭

表
紙
左
肩
に
「
清
水
物
語
上
（
下
）
」
。

内
題

上
巻
一
丁
表
。

き
よ
さ
つ
も
O
か
た
り
け
か
う

「
清
水
物
語
上
」
（
上
巻
二
丁
表
）
、
「
清
水
物
語
下
向
」
（
下
巻
一
丁
表
）
。

序版
1() 

「
清
水
上

（J
三
十
四
終
〉
」
、

「
清
水
下

（J
一
一
一
十
四
終
〉
」
、
但
し
上
巻
一
丁
の
版
心
題
は
ほ
と
ん
ど
刷
れ
て

お
ら
ず
、
丁
付
「
ご
も
薄
い
。
後
印
本
に
版
心
題
・
丁
付
共
は
っ
き
り
刷
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
墨
の
付
け
落
と
し
と

思
わ
れ
る
。

匡
郭

な
し
。
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(Al）慶大甲本

｛
子
官
同

上
巻
一
二
・
六
糎
（
二
丁
表
本
文
初
行
）
、
下
巻
一
二
・

五
糎
（
一
丁
表
本
文
初
行
〉
。

本
文

毎
半
葉
一
一
行
、
行
一
九
字
内
外
、
句
読
点
・
振
仮
名

付
刻
。

丁
数

上
下
巻
共
三
四
了
。

刊
記

下
巻
三
四
丁
表
に
本
文
が
二
行
あ
り
、
更
に
二
行
分
余

白
を
置
い
た
後
に
「
寛
永
拾
五
賊
十
月
吉
旦
開
之
」
。

ま
た
後
表
紙
見
返
し
中
央
に
「
洛
陽
四
条
坊
門
／
敦
賀

一57ー

屋
久
兵
衛
」
と
あ
る
。

印
記

「
英

王
堂
蔵
書
」
（
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
）
、

，「慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
」。

備
考
こ
の
本
は
、
印
記
の
あ
る
チ
ェ

Y
パ
レ
ン
の
ほ
か
、
上
田
寓
年
、
横
山
重
の
各
氏
が
旧
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈

B
1
）
東
大
国
文
本
［
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

近
世
／
三
六
l
三
／
四
］

大
本
二
冊
。

表
紙

栗
皮
無
地
紙
。
二
七
・
五
×
一
八
・
一
一
担
。

表
紙
左
肩
に
貼
付
さ
る
も
、
斑
に
剥
落
。
字
体
は
慶
大
甲
本
に
極
似
す
る
が
、
別
版
題
祭
。

題
祭

序
・
内
題
・
匡
郭
・
本
文
は
ハ
A
l
v
に
同
じ
。



主印

記

(Bl）東大国文本

人

C
1
〉
名
大
神
宮
皇
学
館
本
［
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫

大
本
二
冊
。

表
紙
・
題
簸

序
・
内
題
・
版
心
・
匡
郭
・
本
文
・
丁
数
は
（
A
1
〉
に
同
じ
。

後
補
表
紙
で
、
更
に
そ
の
外
側
に
保
護
表
紙
あ
り
ロ
題
祭
な
し
。

字
高
上
巻
一
二
・
五
糎
、
下
巻
一
二
・
五
五
糎
。

刊
記

年
記
は
文
言
、
位
置
共
（
A
1
）
に
同
じ
で
、
書
障
名
記
は
な
し
。

版
dむ

（
A
1
〉
に
同
じ
だ
が
、
上
巻
一
丁
に
は
版
心
題
・
丁

付
共
な
く
、
慶
大
甲
本
で
下
巻
三
四
丁
表
で
あ
る
年
記

部
分
は
後
表
紙
見
返
し
に
さ
れ
て
い
て
版
心
題
・
了
付

共
な
し
。
但
し
後
者
は
、
後
印
本
に
版
心
題
・
丁
付
共

刷
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

字
高

上
巻
一
二
・
五
糎
、
下
巻
一
二
・
四
糎
。

丁
数

上
巻
三
四
丁
、
下
巻
三
三
丁
。

刊
記

年
記
の
文
言
は
（
A
1
）
に
同
じ
だ
が
、
前
述
の
通
り

Q
U
 

F
h
u
 

下
巻
後
表
紙
見
返
し
に
な
り
、
書
睦
名
記
は
な
し
。

九
一
ご
一
・
五
一
／
A
］



一
清
水
物
語
下
」

版内序
心題f

上
巻
見
返
し
。

（
A
1
）
に
同
じ
だ
が
、
上
巻
は
一
丁
表
（
丁
付
は
コ
ご
〉
。

「
清
水
上

二
（

i
三
十
四
終）
」、「
清
水
下

（J
三
十
三
〉
」
。
従
っ
て
下
巻
本
文
最
終
二
行
は
、
後
表
紙
見
返
し
。

匡
郭
・
本
文
は
（
A
1
〉
に
同
じ
。

字
高

上
巻
二

0
・
九
糎
、
下
巻
二

0
・
八
五
糎
。

上
下
巻
共
三
三
了
。

干1・丁
記数

印
記

な
し
。

印
記

「
神
宮
皇
学
／
館
大
学
／
図
書
之
印
」
、
「
名
古
屋
／
大

学
／
図
書
印
」
ほ
か
。

（
D
）
東
大
史
料
編
纂
所
本
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

押
き

／
一
九
］

大
本
二
冊
。

表
紙

黒
色
地
紙
に
百
繋
ぎ

・
唐
草
文
様
空
押
し
。
二
六
・

×
一
入
・

O
糎。

nu 

題
祭

上
巻
は
剥
落
。
下
巻
は
表
紙
左
肩
に
子
持
枠
題
祭
「
概



備
考

上
巻
後
表
紙
見
返
し
右
下
に
「
押
小
路
家
蔵
本
」
と
墨
筆
記
あ

り

(D）東大史料編纂所本

序
は
、
慶
大
甲
本
、
東
大
国
文
本
、
名
大
神
宮
皇
学
館
本
で
は
上
巻

丁
表
に
あ
る
が
、
東
大
史
料
編
纂
所
本
で
は
見
返
し
に
さ
れ
、
右
側
に

「
清
水
上
」
と
い
う
版
心
題
と
「
一
」
と
い
う
丁
付
が
不
自
然
に
加
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

D
版
が
覆
刻
版
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
判
断
し
て

良
か
ろ
う
。
ま
た
B
版
も
、
版
面
を
丹
念
に
見
て
ゆ
く
と
、
覆
刻
版
で
あ

一60~ 

濁
点
を
句
読
点
の
よ
う
に
「

O
」
に
近
く
し
て
し
ま
っ
た
箇
所
が
目
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
残
っ
た
慶
大
甲
本
と
名
大
神
宮
皇
学
館
本
は
、
共

る
こ
と
が
判
る
。
東
大
国
文
本
は
全
体
に
彫
り
が
荒
く
、
特
に
下
巻
で
、

る。 に
整
っ
た
版
面
を
有
す
る
。
版
面
だ
け
で
は

A
版、

C
版
の
ど
ち
ら
が
初
版
か
決
め
難
い
の
で
、
両
者
の
本
文
を
比
べ
て
み
る
こ
と
に
す

A
版
と
C
版
の
本
文
異
同
は
、
全
部
で
二
二
例
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
振
仮
名
の
有
無
だ
け
の
異
同
は
、

振
仮
名
が
C
版
に
な
い
の
は
、
次
の
一

O
例
で
あ
る
つ
－
v

で
括
っ
た
振
仮
名
が
C
版
に
な
い
）
。

ハゅ
う
〉

ハ

ら

い

）

身
の
た
め
を
（
上
一
二
表
2
〉
、
我
物
に
し
て
（
上
一
六
表
2
V
’大
勇
（
上
三

O
表
2
）
、
来
世
ハ
下
五
裏
4
1
四
百
余
州
（
下
一
二

（
わ
れ
V

裏
7
〉
、
我
よ
り
下
な
る
ハ
下
一
四
表
2
）
、
く
ら
ま
す
所
（
下
一
四
表
6
）
、
深
山
桜
（
下
一
七
表
3
）
、
運
命
（
下
二
二
表
5
1

箕
子
ハ
下
二
九
表
4
）

一
一
例
あ
っ
た
。

A
版
に
あ
る



さ
ふ
ら
円
い
u

逆
に
C
版
に
あ
る
振
仮
名
が
A
版
に
な
い
の
は
、
「
侍
」
（
上
二
二
一
畏
1
〉

一
例
し
か
な
い
ハ

〉
で
括
フ
た
振
仮
名
が
A
版
に
な
い
）
。
覆

刻
版
で
は
元
の
版
に
あ
っ
た
振
仮
名
が
落
ち
て
少
な
く
な
る
の
が
通
例
だ
か
ら
、

C
版
の
方
を
覆
刻
版
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
即
ち
、
初
版
は

A
版
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
各
版
の
系
統
を
考
え
て
み
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
覆
刻
版
三
版
の
う
ち
B
版
の
東
大
国
文
本
は
、
装
訂
や
料
紙
の
質
か
ら
、
寛
永
年
間
も
し
く
は
そ
れ
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
時

期
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
C
版
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
寛
永
年
間
の
刊
行
と
推
定
で
き
る
。

所
本
は
、
「
概
一
清
水
物
語
下
」
と
い
う
題
簸
を
持
ち
、
無
刊
記
で
字
高
が
か
な
り
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
先
に

B
版
と
C
版
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
D
版
の
系
統
を
検
討
す
る
。

一
方
D
版
の
東
大
史
料
編
纂

や
や
時
代
の
下
る
覆
刻

B
版
は
、
初
版
と
し
た
A
版
と
の
異
同
が
最
も
少
な
く
九
例
の
み
で
あ
る
。

Aー

B
間
の
異
同
と
A
I
C
聞
の
異
同
は
全
く
重
な
ら
な
い

か戸り、

B
版
と
C
版
は
、
い
ず
れ
も
A
版
を
元
に
し
た
覆
刻
と
考
え
ら
れ
る
。

残
る
D
版
は
、

A
版
と
の
異
同
が
最
も
多
く
三
三
例
を
数
え
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る。

D
版
は
先
ず
、

B
版
に
基
づ
く
覆
刻
で
は
な
い
。

A
l
D
聞
の
異
同
と
A
l

B
間
の
異
同
が
全
く
重
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に

A

ー

D
間
の
異
同
と
A
1
C
間
の
異
同
は
、
（
表
2
〉
に
示
し
た
二
箇
所
で
一
致
す
る
。
即
ち
、
「
分
別
」
の
振
仮
名
が
A
版
は
「
ふ
ん
へ
つ
」

で
あ
る
の
に
対
し
、

C
版
と
D
版
は
「
ふ
ん
い
つ
」
で
あ
り
、

「箕
子」

の
振
仮
名
が
A
版
は
「
き
し
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

C
版
と
D
版

へ表
2
〉

D
版
が
A
版
と
一
致
せ
ず
C
版
と
一
致
す
る
箇
所

は
「
き
」
の
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
異
同
は
一
致
し
な
い
。

下
一
七
裏
叩

；令~ ~ 
るl;i'.i 

ゐ弘吉
伸之

:f i n 
系11ず）

「
分
別
」
は
A
版
の
振
仮
名
の
「
へ
」
が
「
い
」
と
紛
ら
わ
し
い
字
体
で
あ
り
、

「箕
子
」
は
A
版
で
は
っ
き
り
と
刷
れ
て
い
な
か
っ
た
振
仮
名
の
〕
字
が
落
ち
た

下
二
九
表
4

安
争i

長
戸
寺
会
υ

。だ
け
だ
か
ら
、

C
版
と
D
版
の
こ
の
こ
箇
所
の
一
致
は
、
偶
然
の
産
物
と
見
倣
し

得
る
。
従
っ
て
、

D
版
は
C
版
に
基
づ
く
覆
刻
で
も
な
い
。

D
版
も
ま
た
、

A
版



を
元
に
し
た
覆
刻
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
二
箇
所
の
異
同
の
わ
か
り
易
さ
は
、

A
版
が
初
版
で
あ
る
と
い
う
先
の
判
断
の
傍
証
と

も
な
ろ
う
。

以
上
の
検
討
を
も
と
に
し
て
、
十
一
行
本
四
版
聞
の
系
統
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
版
が
初
版
で
、

B
版、

C
版、

D
版

は
そ
れ
ぞ
れ
A
版
に
基
づ
く
覆
刻
版
で
あ
る
。

j
i－
－
同
版
、
も
し
く
は
逓
修

｜
｜
覆
刻

ハ
A
1〉

1
1
〈

A
2）

i
l（
B
1〉
l
i
l
i
a
－－
i
l
l
－－！（
B
2〉

（

D
〉

- 62ー

｜
｜
（
C
1〉
l
i
l
i－－（
C
2〉

B
版
は
A
版
と
の
異
同
が
少
な
く
、
逆
に
D
版
は
A
版
と
の
異
同
が
多
い
と
い
う
事
は
、
既
に
述
べ
た
。
ニ
版
と
も
、
異
同
は
振
仮
名
の

脱
落
や
単
純
な
彫
り
誤
り
が
ほ
と
ん
ど
で
、

B
版
は
A
版
の
本
文
に
比
較
的
忠
実
な
覆
刻
版
、

D
版
は
雑
な
覆
刻
版
と
言
え
る
。

一
方
C
版

の
本
文
に
は
、

A
版
の
本
文
の
誤
り
を
訂
正
し
、
か
つ
読
み
易
く
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。
各
版
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て

は
、
実
例
を
示
し
つ
つ
考
察
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
紙
数
の
制
約
が
あ
る
の
で
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

初
版
刊
行
書
障
は
敦
賀
屋
久
兵
衛
か

と
こ
ろ
で
先
に
も
触
れ
た
が
、

〈

A
1〉

に
分
類
し
た
①
慶
大
甲
本
に
は
、
下
巻
三
四
了
表
に
「
寛
永
拾
五
賊
十
月
吉
旦
開
之
」
と
い
う



刊
年
記
が
あ
り
、
後
表
紙
見
返
七
に
「
洛
陽
四
条
坊
門
／
敦
賀
屋
久
兵
衛
」
と
い
う
書
嘩
名
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
私
が
実
見
し
え
た
敦
賀
屋

の
書
睦
名
記
を
持
つ
十
一
行
本
は
、
こ
の
慶
大
甲
本
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
に
同
様
な
書
津
名
記
を
持
つ

一
本
が
あ
る
由
で
あ
る
が
、
岡
本
は
現
在
修
補
中
と
の
こ
と
で
、
ま
だ
閲
覧
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
今
後
の
調
査
を
待
つ
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
刊
年
記
と
別
葉
に
書
態
名
を
刷
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
敦
賀
屋
に
独
特
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
、
既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
書
慰
名
記
は
刊
記
で
は
な
く
、
敦
賀
屋
が
求
版
し
た
際
の
も
の
（
伊
藤
正
義
氏
）
、
敦
賀
屋
の
売
り
分
を
示

す
も
の
（
朝
倉
治
彦
氏
）
と
い
っ
た
解
釈
が
あ
る
。

一
方
、
奥
野
彦
六
氏
の
『
江
戸
時
代
の
古
版
本
』
の
寛
永
十
五
年
版
『
清
水
物
語
』
の

項
に
は
、
、
「
横
山
重
氏
所
蔵
本
」
即
ち
現
在
の
慶
大
甲
本
を
初
印
本
だ
と
す
る
横
山
氏
自
身
の
見
解
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
『
清
水

物
語
』
の
初
版
刊
行
書
睦
を
敦
賀
屋
久
兵
衛
と
す
る
説
が
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
そ
う
判
断
し
て
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
慶
大
甲
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
私
が
見
る
こ
と
の
で
き
た
A
版
諸
本
中
、
②
静
嘉
堂
甲
本
と
一
、
二
を
争
う
早
い
刷
り
で
あ
る
。
問

題
な
の
は
J
こ
の
書
建
名
記
の
墨
付
き
が
本
文
や
刊
年
記
と
異
な
り
、
別
刷
り
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

qa 
po 

『
栄
陰

比
事
物
語
』
五
季
文
庫
本
の
書
嘩
名
詑
は
こ
れ
と
同
版
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
使
用
が
『
清
水
物
語
』
の
み
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
も
明
ら
か
な

の
で
あ
る
。
朝
倉
氏
が
繰
り
返
し
主
張
し
て
お
ら
れ
る
如
く
、
敦
賀
屋
の
売
り
分
と
し
て
の
売
本
に
書
津
名
記
が
刷
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る

こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

惨
め
w
各
均
門

ま
た
表
章
氏
は
、

「
正
保
耶
査
孟
春
吉
辰
」
と
い
う
刊
年
記
を
持
つ
観
世
流
謡
本
、

正

ぎ金
賞
／霊
〆h

~ 
4特

(Al）慶大甲

本・下巻後

表紙見返し

村
上
平
楽
寺
と
す
る
も
の
、
杉
田
勘
兵
衛
と
す
る
も
の
、
及
び
書
庫
名
の
な
い
も
の
が
あ

保
耶
査
本
に
、
書
患
名
を
敦
賀
屋
久
兵
衛
と
す
る
も
の
、
西
村
又
左
衛
門
と
す
る
も
の
、

る
が
、

い
ず
れ
も
同
版
で
ど
れ
が
初
印
か
明
ら
か
に
し
難
い
こ
と
を
報
告
さ
れ
、

「
数
百



が
同
一
版
木
を
共
同
で
使
用
し
た
も
の
ら
し
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
正
保
耶
査
」

即
ち
正
保
四
年
三
六
四
七
〉
に
こ
の
よ
う
な
例

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
『
清
水
物
語
』

の
初
版
刊
行
書
擦
を
教
賀
屋
に
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
慶
大
甲
本
は
初
印
本

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
教
賀
屋
の
刊
行
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
考
え
る
べ
き
問
題
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
先
に
示
し
た
（
表
1
〉

で
は
、
教
賀
屋
の
書
庫
名
記
の
有
無
に
よ
る
分
類
を
行
わ
ず
、
初
版
で
寛
永
十
五
年
の
刊
年
記
を
持
つ
本
は
す
べ
て
（
A
1
）
と
し
た
の
で

あ
る
。な

お
、
野
田
畳
間
雄
氏
は
「
京
四
条
坊
門
通
／
敦
賀
屋
久
兵
衛
」
と
い
う
書
津
名
記
を
持
つ
本
が
あ
る
と
し
て
お
ら
が
ド
朝
倉
治
彦
氏
は
、

刊
年
記
と
書
庫
名
記
が
別
刷
り
で
な
い
敦
賀
屋
久
兵
衛
版
『
清
水
物
語
』
の
存
在
を
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
い
ず
れ
も

未
見
で
あ
る
。

四

逓
修
本
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A
版
と
B
版
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
本
数
が
多
く
、
版
面
が
か
な
り
読
み
に
く
く
な
っ
て
も
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
に
も
逓
修
本
が
見
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
⑫
京
大
谷
村
本
と
＠
東
北
大
狩
野
本
を
取
り
上
げ
、
紹
介
す
る
。

（
A
2
〉
京
大
谷
村
本
［
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫

四
ー
四

O
／
キ
］

大
本
二
冊
。

表
紙

濃
標
色
地
紙
に
氾
繋
ぎ
文
様
空
押
し
。
二
六
・
三
×
一
七
・
七
糎
。

題
簸

表
紙
左
肩
に
貼
付
さ
れ
、
字
体
は
慶
大
甲
本
に
極
似
す
る
が
、
別
版
題
態
。



序
・
内
題
・
匡
郭
・
本
文
・
丁
数
は
〈
A
1
〉
に
同
じ
。

版

'L' 

（
A
1
〉
に
同
じ
だ
が
、
上
巻
一
丁
に
は
版
心
題
・
丁
付
共
な
し
。
下
巻
五
丁
の
丁
付
は
ほ
と
ん
ど
刷
れ
て
お
ら
ず
、
同
一
一
丁
の

丁
付
は

「十」、

同
一
八
丁
と
一
九
丁
の
版
心
題
は
い
ず
れ
も
「
下
」
が
削
ら
れ
「
清
水
」
の
み
、
同
三
四
丁
に
は
版
心
題
・
丁
付

共
な
し
。

｛
子
宮
同

上
巻
一
二
・
四
糎
、
下
巻
一
二
・
三
五
糎
。

刊
記
・
印
記

な
し
。

備
考

下
巻
一
三
丁
と
一
五
丁
は
ハ
A
1
〉
と
別
版
。

A
版
諸
本
中
（
A
2
）
に
分
類
し
た
も
の
は
、
（
A
1
〉
の
「
寛
永
拾
五
蹴
十
月
吉
旦
開
之
」

丁
と
一
五
丁
だ
け
が
（
A
1
〉
と
別
版
で
あ
り
、
そ
れ
は
B
版、

C
版、

D
版
と
も
異
な
る
。

と
い
う
刊
年
記
が
削
ら
れ
、

下
巻
の
二
ニ

G
U
 

（
A
l
〉
諸
本
中
で
は
遅
い
刷
り
の
も
の
と

思
わ
れ
る
⑨
静
嘉
堂
松
井
本
を
見
る
と
、
こ
の
二
了
の
版
面
が
特
に
読
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
る
か
ら
、
逓
修
と
判
断
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
（
A
1
〉
の
③
内
閣
文
庫
乙
本
や
静
嘉
堂
松
井
本
で
は
序
が
見
返
し
に
さ
れ
て
い
た
が
、
ハ
A
2
）
諸
本
で
は
上
巻
一
丁

表
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

〈
B
2
）
東
北
大
狩
野
本
［
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
麿

狩
／
四
／
一
一
一
二
九
四
］

大
本
一
冊
ハ
上
下
巻
合
綴
〉
。

表
紙

菱
形
雷
文
繋
ぎ
・
蓮
華
唐
草
文
様
空
押
し
の
丹
表
紙
。
二
四
・
五
×
一
七
・
八
糎
。



題
簸

表
紙
左
肩
に
子
持
枠
題
簸
「
清
水
物
語
上
下
」
、
但
し
「
下
」
は
別
押
か
。
字
体
は
慶
大
甲
本
に
似
て
い
る
。

序
・
内
題
・
匡
郭
・
本
文
は
〈
B
1
）
に
同
じ
。

版
1(j. 

ハ
B
1〉
に
同
じ
く
上
巻
一
丁
お
よ
び
下
巻
三
四
丁
に
は
版
心
題
・
丁
付
共
な
し
。
但
し
下
巻
二
丁
の
丁
付
は
ほ
と
ん
ど
刷
れ
て
お

ら
ず
、
同
＝
二
丁
の
丁
付
は
コ
一
十
一
」
。

字
高

上
巻
一
二
・
二
五
糎
、
下
巻
一
二
・
一
糎
。

丁
数

上
下
巻
共
三
四
了
。

刊
記

（
B
1
）
に
同
じ
だ
が
、
年
記
部
分
は
後
表
紙
見
返
し
に
さ
れ
ず
、
下
巻
三
四
丁
表
。

印
記

「
狩
野
氏
図
書
記
」
、
「
東
北
帝
／
国
大
学
／
図
書
印
」
ほ
か
。
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備
考

上
巻
ご
ニ
丁
か
ら
二

O
丁
ま
で
（
B
1〉
と
別
版
。

東
北
大
狩
野
本
は
、
上
巻
一
三
丁
か
ら
二

O
丁
の
八
丁
が
（
B
1
〉
と
別
版
で
あ
り
、
そ
れ
は
A
版、

C
版、

D
版
と
も
異
な
る
。
（
B

1
〉
諸
本
中
＠
早
大
乙
本
、
＠
早
大
丙
本
、
＠
中
大
乙
本
な
ど
で
は
、
当
該
箇
所
が
や
や
読
み
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
東
北
大
狩
野
本
は
逓

修
本
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

五

正
保
二
年
の
年
記
を
持
つ
本

次
に
、
正
保
二
年
の
年
記
を
持
つ
本
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
正
保
二
年
の
年
記
を
持
つ
本
は
、

石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
所
蔵
の
下
巻
本
⑪
の
み
で
あ
る
。



（
C
2
）
李
花
亭
文
庫
本
［
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫

大
本
一
冊
（
上
下
巻
合
綴
〉
の
下
巻
。

表
紙
・
題
簸

後
補
表
紙
で
、
左
肩
に
書
題
簸
「
清
水
物
語

内
題
・
版
心
・
匡
郭
・
本
文
・
丁
数
は
（
C
1
）
に
同
じ
。

字
高

下
巻
一
二
・
二
五
糎
。

下
巻
三
四
丁
表
に
「
正
保
京
年
五
月
吉
日
／
杉
田
勘
兵
衛
重
新
板
」
。

刊
記

印
記

八
四

O
／
一
七
］

全」。

「
布
地
／
遠
香
」
（
藤
岡
作
太
郎
〉
、
「
寄
贈
／
前
田
侯
爵
家
／
之
記
」
、
「
石
川
県
立
／
図
書
館
／
蔵
書
之
印
」
ほ
か
。

(CZ）李花亭文庫本・下巻34丁表

上
に
刊
記
部
分
を
掲
げ
た
が
、

賊
十
月
吉
旦
開
之
」
と
い
う
年
記
を
削
っ
た
跡
ら
し
い
汚
れ
が
、
杉
田

刊
記
の
上
方
に
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
。
杉
田
刊
記
は
、
埋
め
木
さ
れ
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（

C
1）

 

に
見
ら
れ
る
「
寛
永
拾
五

た
も
の
で
、
正
確
に
は
求
版
記
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
杉
田
勘

兵
衛
は
、
板
木
を
入
手
し
て
自
家
の
刊
記
を
加
え
る
求
版
の
常
習
者
だ

が
、
こ
の
李
花
亭
文
庫
本
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

李
花
亭
文
庫
本
の
刷
り
は
、

（

C
1〉

の
＠
東
京
国
立
博
物
館
本
な

ど
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
く
た
び
れ
た
感
じ
が
す
る
。
正
保
二
年
五



月
と
い
う
と
、
初
版
刊
行
か
ら
約
六
年
半
た
っ
た
時
点
で
あ
り
、
そ
の
前
年
の
十
二
月
に
寛
永
か
ら
正
保
へ
改
元
さ
れ
て
い
る
。

C
版
の
刊

行
が
寛
永
年
間
で
あ
っ
た
と
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
の
と
同
時
に
、
寛
永
末
年
頃
ま
で
の
『
清
水
物
語
』
の
盛
行
ぶ
り
が
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

『
清
水
物
語
』

に
正
保
二
年
の
年
記
を
持
つ
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
李
花
亭
文
庫
本
旧
蔵
者
で
あ
る
藤
岡
作
太
郎
氏
を
含

め
、
諸
先
学
が
報
告
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
杉
田
勘
兵
衛
の
刊
記
で
あ
る
と
す
る
報
告
は
、
見
当
ら
な
い
。
中
村
幸
彦
、
木
村

『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
・
仮
名
草
子
篇
一
』

と
い
ふ
」
と
さ
れ
、
青
山
忠
一
氏
、
野
間
光
辰
氏
も
そ
れ
に
従
っ
て
お
ら
れ
る
。
私
は
、
杉
田
勘
兵
衛
求
版
本
と
年
記
の
文
言
が
同
一
で
、

一
四
吾
の
両
氏
は
、

の
解
題
で
「
再
版
本
に
は
正
保
二
年
五
月
吉
日
出
雲
寺
和
泉
按
と
あ
る

『
国
書
総
目
録
』
の
『
清
水
物
語
』
正
保
二
年
版
の
項
目
に
よ
る
と
、

文
庫
本
の
ほ
か
に
横
山
重
氏
旧
蔵
本
が
存
す
る
よ
う
で
、
こ
れ
が
出
雲
寺
の
刊
記
を
持
つ
本
か
も
し
れ
な
い
。

書
態
名
を
「
出
雲
寺
和
泉
按
」
と
記
す
本
を
見
て
い
な
い
。

李
花
亭

因
み
に
、
＠
国
会
図
書
館
本
下
巻
後
表
紙
見
返
し
に
は
次
の
よ
う
な
保
科
伯
成
の
識
語
が
あ
る
。
即
ち
伯
成
は
、

B
版
で
あ
る
国
会
図
書
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館
本
の
寛
永
十
五
年
の
年
記
の
す
ぐ
左
に
「
洛
陽
四
条
坊
門
／
敦
賀
屋
久
兵
衛
」
と
墨
書
し
、
吏
に
そ
の
左
下
に
細
字
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。此

書
凡
三
板
、
正
保
弐
年
五
月
吉
日
御
書
物
屋
出
雲
寺
／
和
泉
縁
、
又
一
板
ハ
元
禄
二
巳
己
歳
九
月
士
口
旦
洛
陽
錦
小
／
路
新
町
西
へ
入

町
永
田
長
兵
衛
開
板
、
其
一
板
ハ
此
本
也
。
／
比
本
尤
古
板
、
去
今
一
百
九
十
五
年
也
。
／
天
保
二
年
辛
卯
六
月
望
記

保
科
詔

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
百
九
十
三
年
前
が
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
で
あ
る
か
ら
、
伯
成
は
、

『
清
水
物
語
』

に
寛
永
十
五
年
版
、

正
保
二
年
出
雲
寺
和
泉
捻
版
、
元
禄
二
年
永
田
長
兵
衛
版
の
三
版
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
保
科
伯
成
は
西
条
藩
の
奉
行

で
、
松
崎
様
堂
の
講
義
を
受
け
た
と
い
う
。
国
会
図
書
館
本
上
巻
見
返
し
に
は
「
往
日
様
堂
先
生
見
示
此
書
借
来
／
一
過
読
頃
日
購
一
部
校

字
而
返
云
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
考
証
学
の
徒
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
従
っ
て
、
こ
の
識
語
も
あ
る
程
度
信
用
し
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い



が
、
原
本
未
見
で
あ
る
の
で
後
考
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
出
雲
寺
の
刊
記
を
持
つ
本
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ょ
う
か
。
野
間
光
辰
氏
は
こ
れ
を
初
版

の
後
印
本
と
さ
れ
た
が
、
初
版
で
あ
る
A
版
、
あ
る
い
は
B
版
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
両
版
に
は
、
寛
永
十
五
年
の
年
記
を
持
ち
な
が

ら
料
紙
の
質
の
か
な
り
落
ち
る
、
恐
ら
く
正
保
よ
り
後
の
刷
り
と
思
わ
れ
る
本
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
D
版
の
閲
版
も
、
正
保
よ
り
は

下
っ
た
時
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
出
雲
寺
の
刊
記
を
持
つ
本
は
、
杉
田
求
版
本
と
同
じ
C
版
か
、
本
稿
で
は
報
告
し
得

な
か
っ
た
未
知
の
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杉
田
勘
兵
衛
の
営
業
が
慶
安
年
間
ま
で
し
か
確
認
で
き
な
い
こ
と
と
、
出
雲
寺
和
泉
嫁
の
刊
年

記
の
古
い
も
の
が
慶
安
末
年
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
出
雲
寺
の
刊
記
を
持
つ
本
は
、
杉
田
が
求
版
し
た
C
版
の

板
木
を
出
雲
寺
が
再
ぷ
版
し
た
も
の
、
も
し
く
は
杉
田
求
版
本
を
元
に
し
て
出
雲
寺
が
新
た
に
刻
し
た
未
知
の
版
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ

nu 
au 

う

_.t... ノ、

十
五
行
絵
入
本

最
後
に
、
十
五
行
絵
入
本
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
先
ず
は
、
管
見
に
入
っ
た
日
大
本
の
最
終
了
裏
の
刊
記
部
分
を
掲
げ
、

解
題
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

〈

E
〉
日
大
本
［
日
本
大
学
総
合
図
書
館

九
一
三
・
五
一
／
A
八
九

a］

大
本
、
存
下
巻
。

表
紙

濃
緩
色
無
地
紙
。
二
七
・

O
×
一
入
・
八
糎
c



丁
数

一
六
了
。

尾
題

「
清
水
物
語
下
向
終
」
（
一
六
丁
裏
〉
。

「
天
和
二
壬
氏
正
月
吉
田
／
大
停
馬
三
町
目
／
鱗
形
屋
三
左
衛
門
板
」
三
六
丁
裏
）
。

刊
記

題
簸

表
紙
左
肩
に
子
持
枠
題
笠
原
「
繍
一
き
ょ
水
物
か
た
り
」
（
下
部
破

損
の
た
め
「
物
か
た
り
」
の
下
に
「
下
」
と
あ
る
か
ど
う
か
不

明〉。

内
題

「
清
水
物
語
下
向
」
（
一
丁
表
）
。

版
1() 

「
し
ゅ
ん
れ
い

下

（J
下
十
六
〉
」
、
但
し
一
四
丁
の

丁
付
は
「
下
十
三
．
コ

匡
郭

四
周
単
辺
、
無
罫
。
二
二
・
六
×
一
六
・
八
糎
。

本
文

毎
半
葉
一
五
行
、
行
三

O
字
内
外
、
振
仮
名
付
刻
。
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挿
絵

一
三
丁
表
。

二
丁
表
、
七
丁
表
、

「
武
笠
文
庫
」
（
武
笠
三
）
、
「
日
本
大
／
学
図
書
／
館
蔵
書
」
ほ
か
。

印
記

が
問
答
を
展
開
す
る
上
巻
も
一
緒
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
大
本
は
下
巻
の
み
で
、
上
巻
の
存
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
版
心
題
が
「
し
ゅ
ん
れ
い
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
巡
礼
」
と
「
翁
」

十
五
行
絵
入
本
の
刊
行
書
躍
で
あ
る
鱗
形
屋
三
左
衛
門
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
行
の
江
戸
案
内
記
『
江
戸
鹿
子
』
巻
六
に
、
浄



瑠
璃
本
屋
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
に
江
戸
で
鱗
形
屋
を
名
告
る
書
障
は
数
軒
あ
る
が
、
井
上
隆
明
氏
は
こ
の
三
左
衛
門
を
鱗
形
屋
の

元
締
と
し
て
お
ら
れ
る
D

所
在
地
が
同
じ
で
、
書
睦
名
を
「
う
ろ
こ
か
た
や
」
或
い
は
「
鱗
形
屋
」
と
の
み
記
す
刊
記
を
有
す
る
書
物
も
、

同
一
書
患
の
刊
行
と
考
え
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
鱗
形
屋
は
、
『
私
可
多
拙
』
（
寛
文
十
一
年
）
、
浅
井
了
意
の
『
堪
忍
記
』
（
向
上
）
、
『
札

物
語
』
（
延
宝
五
年
）
、
『
竹
斎
』
（
題
簸
は
「
鴻
下
り
竹
斎
」
、
天
和
三
年
〉
、
『
薄
雪
物
語
』
（
刊
年
不
明
〉
、
『
日
本
二
十
四
孝
』
（
向
上
）
、
『
ひ

そ
め
草
』
の
改
題
本
『
鶴
鵡
新
徒
然
草
』
（
向
上
〉
等
の
仮
名
草
子
を
絵
入
り
で
刊
行
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
新
作
で
は
な
い
。

仮
名
草

建
で
あ
り
、
『
清
水
物
語
』
も
同
様
の
形
で
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

子
に
限
っ
て
言
え
ば
、
上
方
で
実
績
を
上
げ
た
作
品
に
挿
絵
を
入
れ
る
な
ど
、
装
い
を
改
め
て
江
戸
版
と
し
て
出
す
こ
と
を
繰
り
返
し
た
書

十
五
行
絵
入
本
の
版
面
は
、
行
数
が
増
え
た
の
み
な
ら
ず
、
細
か
い
字
が
匡
郭
上
下
一
杯
ま
で
詰
め
込
ま
れ
、
句
読
点
は
省
略
さ
れ
て
い

h
f
’
 

る
。
そ
の
結
果
、
十
一
行
本
で
は
三
十
三
丁
と
二
行
で
あ
っ
た
下
巻
本

ヴ

4

文
丁
数
が
、
半
葉
を
用
い
た
挿
絵
三
枚
を
含
め
て
十
六
丁
弱
に
減
っ
て

日大本・下巻13丁表（第3図）

い
る
。
そ
の
本
文
は
、
脱
落
や
重
複
が
多
く
て
意
味
の
通
ら
な
い
箇
所

も
あ
る
、
か
な
り
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
上
の
挿
絵
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
日
大
本
に

は
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
菱
川
師
宣
風
の
挿
絵
で
あ
る
。

菱
川
師
宣
は
、
延
宝
か
ら
元
禄
に
か
け
て
度
々
、
鱗
形
屋
か
ら
絵
本
を

刊
行
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
十
五
行
絵
入
本
の
画
工
は
師
宣
で
あ
っ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
、
事
は
慎
重
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
口
師



宣
ら
浮
世
絵
師
の
下
に
「
板
木
下
絵
師
」
と
称
さ
れ
る
浮
世
絵
師
の
予
備
軍
的
な
職
人
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
佐
藤
悟
氏
が
報
告
し
て

お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
師
宣
工
房
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
り
、
十
五
行
絵
入
本
の
挿
絵
は
師
宣
風
で
あ
る
と
言
う

に
止
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
佐
藤
氏
は
別
に
、
天
和
二
年
十
二
月
の
江
戸
大
火
に
よ
る
師
宣
絵
本
の
板
木
焼
失
の
仮
説
を
立
て
て
、
鱗
形
屋
も
大
火
の
被

害
を
蒙
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
十
五
行
絵
入
本
の
板
木
も
天
和
大
火
の
際
に
失
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
伝
本
の
少

な
い
理
由
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
清
水
物
語
』
の
諸
版
に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
書
患
、

挿
絵
等
の
検
討
を
行
っ
て
来
た
。
十
一
行
本
に
つ
い
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て
言
え
ば
、
各
版
の
刊
行
書
躍
と
、
そ
れ
に
絡
ん
で
敦
賀
屋
久
兵
衛
の
書
賠
名
記
の
意
味
、
出
雲
寺
和
泉
按
の
刊
記
を
持
つ
本
の
存
在
等
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
更
に
付
け
加
え
れ
ば
、
保
科
伯
成
が
記
す
元
禄
二
年
永
田
長
（
調
）
兵
衛
版
、
あ
る
い
は
元
禄
九

年
刊
『
醐
書
籍
目
録
大
全
』
以
下
の
書
籍
目
録
の
『
清
水
物
語
』
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
「
秋
田
慢
、
即
ち
秋
田
屋
清
兵
衛
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
、
今
述
べ
る
材
料
を
全
く
持
た
な
い
。
各
版
を
め
ぐ
る
書
障
の
動
向
は
、
そ
の
大
部
分
が
依
然
と
し
て
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。と

は
い
え
、
寛
永
年
聞
に
十
一
行
本
中
A
版、

B
版、

C
版
の
三
版
が
恐
ら
く
並
行
し
て
行
わ
れ
、
し
か
も
（
C
2〉
の
正
保
二
年
杉
田

勘
兵
衛
求
版
本
の
版
面
が
か
な
り
摩
滅
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
祇
園
物
語
』
が
伝
え
る
『
清
水
物
語
』
の
売
れ
行
き
を
あ
る
程
度
裏
付
け
る

も
の
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
清
水
物
語
』
は
、
確
か
に
当
代
に
好
評
を
博
し
た
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。



注（
1
）

（

C
1
）
諸
本
中
最
も
早
い
刷
り
と
思
わ
れ
る
の
は
⑨
東
京
国
立
博
物
館
本
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
写
真
が
手
に
入
っ
た
名
大
神
宮
皇
学
館
本
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
因
み
に
、
東
京
国
立
博
物
館
本
は
丹
表
紙
本
だ
が
、
原
題
簸
は
持
た
な
い
。
字
高
は
上
下
巻
共
一
二
・
六
糎
で
あ
る
。

（
2
〉
清
濁
の
差
、
句
読
点
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
本
文
解
釈
上
問
題
と
な
り
そ
う
な
も
の
に
つ
い
て
の
み
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
以
下
、

B
版、

D
版
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
3
〉

（

D
）
は
下
巻
一
三
丁
裏
で
、
慶
大
甲
本
に
あ
る
振
仮
名
が
二
箇
所
落
ち
て
い
る
。
そ
れ
は
ハ
A
1
〉
諸
本
中
刷
り
の
遅
い
⑨
静
嘉
堂
松
井
本
と

も
、
逓
修
本
で
あ
る
（
A
2
）
の
⑬
中
大
甲
本
と
も
一
致
す
る
。
（
D
〉
は
（
A
2
）
に
基
づ
く
覆
刻
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
一
五
丁
裏
を

見
る
と
、
（
A
1）
に
あ
り
（
A
2
）
に
な
い
句
読
点
が
（
D
）
に
あ
る
。
こ
の
甚
だ
頼
り
な
い
根
拠
に
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
（
A
1）
に
基
づ
い

た
も
の
と
し
た
。

（
4
〉
伊
藤
正
義
氏
「
謡
抄
考
（
中
）
」
〈
「
文
学
」
四
五

l
一
二
、
昭
臼
・
ロ
）

（
5
）
朝
倉
治
彦
氏
『
未
刊
仮
名
草
子
集
と
研
究

ω』
（
昭
叫
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
）
の
『
裳
陰
比
事
物
語
』
の
解
題
。
ま
た
、
『
仮
名
草
子
集
成
』

第
九
巻
（
昭
臼
東
京
堂
書
店
）
の
『
大
坂
物
語
』
の
解
題
で
は
「
扱
っ
た
本
に
押
し
た
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

（
6
〉
表
章
氏
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
・
謡
本
の
部
』
（
昭
却
わ
ん
や
書
店
）
の
二
八
一
頁
。

（
7
）
野
田
寄
雄
氏
『
日
本
近
世
小
説
史
・
仮
名
草
子
篇
』
〈
昭
臼
勉
誠
社
〉
の
一
六
八
頁
。

（
8
）
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
九
巻
前
掲
箇
所
。

（
9
〉
青
山
忠
一
氏
「
『
続
清
水
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
近
世
文
学
論
叢
・
中
村
俊
定
先
生
古
稀
記
念
』
昭
必
桜
楓
社
〉

（
叩
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻
（
昭
印
岩
波
書
店
）
の
『
清
水
物
語
』
の
項
。

（
日
〉
他
に
、
平
成
二
年
正
月
の
『
中
尾
松
泉
堂
古
典
目
録
』
に
、
幕
末
の
国
学
者
矢
盛
教
愛
旧
蔵
の
『
清
水
物
語
』
下
巻
が
出
て
い
て
、

杉
田
勘
兵
衛
刊
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
李
花
亭
文
庫
本
と
同
じ
杉
田
勘
兵
衛
求
版
本
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
ロ
〉
句
読
点
は
私
に
ほ
ど
こ
し
た
。

ハ
日
〉
鈴
木
端
枝
氏
「
「
様
堂
日
暦
」
主
要
人
物
索
引
並
び
に
解
説
」
（
「
安
田
学
園
研
究
紀
要
」
二

O
、
昭
日
・

2
）

（
U
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
前
掲
項
。

（
日
）
慶
安
四
年
に
『
大
日
経
疎
抄
』
が
あ
る
と
聞
く
が
、
確
認
で
き
た
の
は
慶
安
二
年
の
『
目
覚
し
草
』
な
ど
。

9
d
 

可
4

「
正
保
二
年



〈

Mm
）
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
法
華
経
秘
伝
紗
』
に
慶
安
五
年
の
刊
年
記
が
あ
る
。
慶
安
五
年
は
正
保
二
年
の
七
年
後
で
あ
る
。
但
し
、
出
雲
寺
は
そ
れ

以
前
か
ら
刊
年
を
記
さ
ず
に
出
版
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
げ
〉
井
上
隆
明
氏
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
（
昭
防
青
裳
堂
書
店
）
の
鱗
形
屋
三
左
衛
門
の
項
。

（
路
〉
佐
藤
悟
氏
「
菱
川
師
宣
の
再
検
討
」
（
「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
研
究
紀
要
」
四
、
平
3

・3
）

（mm
〉
平
成
元
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
。

（
初
〉
幡
町
一
波
線
学
斯
道
文
庫
編
『
航
伊
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
（
昭
釘
J
鈎

井
上
書
房
）
に
よ
る
。

付
記本

稿
は
、
平
成
三
年
度
前
期
の
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
御
教
示
賜
っ
た
諸
先
生

方
に
厚
く
御
礼
’
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
御
所
蔵
本
を
快
く
閲
覧
に
供
し
て
下
さ
っ
た
野
村
精
一
先
生
、
渡
辺
守
邦
先
生
、
並
び
に
公
私
の
文
庫
、
図
書
館

の
方
々
に
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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